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兵
庫
県
淡
路
島
に
あ
る

「
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
ア
ワ
ジ
グ

ル
ー
プ
」（
木
下
紘
一
社
長
）

は
、
１２
月
２０
日
に
「
ホ
テ
ル

ニ
ュ
ー
ア
ワ
ジ
」
と
「
別
亭

淡
路
夢
泉
景
」
の
両
館
で
利

用
で
き
る
大
浴
場
「
く
に
う

み
の
湯
」
を
ス
パ
テ
ラ
ス
水

月
に
隣
接
の
新
棟
に
オ
ー
プ

ン
す
る
。淡
路
島
に
息
づ
く
、

く
に
う
み
神
話
を
モ
チ
ー
フ

に
し
た
内
装
と
な
る
。

こ
れ
ま
で
ス
パ
テ
ラ
ス
水

月
内
の
大
浴
場
「
淡
路
棚
田

の
湯
」
は
男
女
交
代
で
利
用

し
て
い
た
が
、「
く
に
う
み
の

湯
」の
完
成
で
、
男
女
共
に
、

大
浴
場
の
温
泉
が
利
用
で
き

る
よ
う
に
な
る
。
「
く
に
う

み
の
湯
」
の
新
棟
に
は
、
客

室
を
新
設
し
、
新
た
な
旅
館

と
し
て
営
業
を
開
始
す
る
。

現
存
の
淡
路
島
の
原
風

景
、
棚
田
の
雰
囲
気
を
モ
チ

ー
フ
に
し
た

「
淡
路
棚
田
の

湯
」
は
、
オ
ー

プ
ン
以
来
大
人

気
。
三
段
の
湯

船
が
特
徴
で
、

寝
湯
や
ジ
ェ
ッ

ト
バ
ス
、
露
天

風
呂
な
ど
、
紀

淡
海
峡
の
絶
景

を
眺
め
な
が

ら
、
多
彩
な
湯

浴
び
を
楽
し
め
る
。

温
泉
は
２
種
類
。
「
洲
本

温
泉
」
は
、
無
色
の
単
純
弱

ラ
ド
ン
泉
。「
古
茂
江
温
泉
」

は
、
赤
湯
の
ナ
ト
リ
ウ
ム
・

塩
化
物
強
塩
泉
。

▽
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
ア
ワ
ジ

は
兵
庫
県
洲
本
市
古
茂
江
海

岸
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お
も
て
な
し
の
心
を
何
よ

り
も
大
切
に
し
て
い
ま
す

。
石
川
県
・
和
倉
温
泉
の

加
賀
屋
（
小
田
孝
信
社
長
）

が
唱
え
る
信
条
だ
。

明
治
３９
年
創
業
の
同
館
。

屋
号
に
は
、
創
業
者
の
小
田

与
吉
郎
氏
が
加
賀
・
津
幡
の

出
身
で
あ
る
こ
と
と
、
天
下

に
響
く
雄
藩
加
賀
百
万
石
の

よ
う
に
、
大
き
く
飛
躍
し
た

い
と
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て

い
る
。

加
賀
屋
の
も
て
な
し
の
心

は
、
先
代
女
将
の
小
田
孝
さ

ん
の
信
条
か
ら
生
ま
れ
た
。

「
い
つ
も
お
客
さ
ま
の
満
足

を
第
一
に
考
え
、
働
い
た
」

と
い
う
小
田
さ
ん
。
小
さ
な

気
配
り
、
心
配
り
を
基
本
に

し
た
客
室
係
の
サ
ー
ビ
ス
。

そ
し
て
、
今
は

ど
こ
で
も
み
ら

れ
る
習
慣
、
女

将
に
よ
る
部
屋

ま
わ
り
の
あ
い

さ
つ
は
、
こ
こ

加
賀
屋
で
始
ま

っ
た
。

「
小
田
孝
は
、

お
客
さ
ま
に
は

『
で
き
ま
せ

ん
』
と
は
言
わ

な
い
よ
う
に
し

て
、
一
人
ひ
と

り
の
お
客
さ
ま

と
真
剣
勝
負
を

す
る
つ
も
り
で
、
サ
ー
ビ
ス

に
あ
た
り
ま
し
た
」
（
同

館
）
。
そ
の
心
は
今
も
受
け

継
が
れ
て
い
る
。

雪
月
花
、
能
登
渚
亭
、
能

登
客
殿
、
能
登
本
陣
の
各
棟

は
す
べ
て
眺
め
を
重
視
。
七

尾
湾
や
和
倉
の
温
泉
街
を
一

望
で
き
る
。
雪
月
花
１８
〜
２０

階
は
特
別
階

「
浜
離
宮
」
。

専
用
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
で
行
く
貴

賓
客
の
た
め
の

客
室
だ
。

湯
は
十
返
舎

一
九
が
効
能
を

書
き
記
す
ほ
ど

全
国
で
も
著
名

な
温
泉
の
一

つ
。姉
妹
館「
あ

え
の
風
」
の
浴

場
も
利
用
で

き
、
両
館
は
マ

イ
ク
ロ
バ
ス
で

結
ば
れ
て
い
る
。

旅
の
楽
し
み
の
一
つ
、
料

理
は
、
「
お
客
さ
ま
の
顔
を

思
い
描
い
て
、
一
つ
ひ
と
つ

の
皿
に
て
い
ね
い
に
盛
り
付

け
る
よ
う
指
導
し
て
い
ま

す
」
と
料
理
長
。
連
泊
の
客

に
は
料
理
人
が
直
接
部
屋
に

出
向
き
、
好
み
を
聞
い
て
い

る
。７

月
５
日
に
東
海
北
陸
自

動
車
道
が
全
線
開
通
。
東
海

方
面
か
ら
北
陸
、
能
登
へ
の

ア
ク
セ
ス
が
飛
躍
的
に
向
上

し
た
。
７
月
１９
日
〜
１０
月
２６

日
の
１
０
０
日
間
は
「
能
登

ふ
る
さ
と
博
」
が
能
登
全
域

で
開
催
。
和
倉
温
泉
も
例
年

以
上
の
に
ぎ
わ
い
を
み
せ
て

い
る
。

▽
加
賀
屋
は
石
川
県
七
尾

市
和
倉
町
ヨ
部
８０
番
地
。
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整
然
と
し
た
フ
ロ
ン
ト

神
話
モ
チ
ー
フ
の
新
浴
場

も
て
な
し
の
心
を
何
よ
り
大
切
に

新
館
・
全
景

エ
ス
テ

サ
ロ
ン
＆
ス
パ
氣

島
根
県
の
玉
造
温
泉
は
、

奈
良
時
代
に
開
か
れ
、有
馬
、

道
後
な
ど
と
と
も
に
日
本
最

古
の
歴
史
を
誇
る
。
「
佳
翠

苑
皆
美
」（
皆
美
佳
邦
社
長
）

は
、
深
い
緑
に
囲
ま
れ
た
玉

湯
川
の
ほ
と
り
に
建
つ
。
日

本
の
粋
を
凝
ら
し
た
数
奇
屋

風
の
佇
ま
い
。
館
内
は
純
和

風
で
、
吹
き
抜
け
の
ロ
ビ
ー

か
ら
は
、
滝
が
落
ち
る
見
事

な
日
本
庭
園
が
広
が
る
。

同
旅
館
の
こ
だ
わ
り
の
接

客
サ
ー
ビ
ス
は
、
茶
人
で
も

あ
る
松
江
７
代
藩
主
松
平
不

昧
公
の
お
も
て
な
し
の
極
意

「
客
の
こ
こ
ろ
に
な
り
て
亭

主
せ
よ
」を
モ
ッ
ト
ー
と
し
、

宿
泊
客
が
望
む
�
日
頃
か
ら

の
開
放
感
�
に
、
従
業
員
一

同
が
気
配
り
、
目
配
り
、
心

配
り
で
、
き
め
細
や
か
な
サ

ー
ビ
ス
を
心
が
け
て
い
る
。

館
内
に
は
、
季

節
の
花
が
活
け

ら
れ
、
湯
上
り

処
で
は
お
茶
の

も
て
な
し
も
あ

る
。皆

美
グ
ル
ー

プ
の
基
幹
で
あ

る
「
皆
美
館
」

は
今
年
で
１
２

０
周
年
を
迎
え

る
。同
館
で
は
、

長
い
歴
史
の
中

で
育
ま
れ
た
「
お
も
て
な
し

の
心
」
で
さ
り
げ
な
く
、
行

き
届
い
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
、
宿
泊
客
の
心
を
癒
し
て

い
る
。

▽
佳
翠
苑
皆
美
は
島
根
県

松
江
市
玉
湯
町
玉
造
１
２
１
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日
本
海
に
面
し
た
山
陰
の

名
湯
、
皆
生
温
泉
。
昔
、
漁

師
が
海
中
に
温
か
い
水
が
湧

い
て
い
る
の
を
見
つ
け
た
の

が
、
そ
の
始
ま
り
と
い
わ
れ

る
。
泉
質
は
弱
食
塩
泉
で
、

天
然
タ
ラ
ソ
テ
ラ
ピ
ー
と
ば

か
り
に
美
容
と
健
康
、
長
寿

を
求
め
て
多
く
の
観
光
客
が

こ
の
地
を
訪
れ
て
い
る
。

華
水
亭
（
伊
坂
博
社
長
）

は
、
姉
妹
館
の
皆
生
グ
ラ
ン

ド
ホ
テ
ル
天
水
と
と
も
に
同

温
泉
を
代
表
す
る
旅
館
だ
。

全
室
和
室
で
、
海
を
一
望
す

る
贅
沢
な
空
間
の
な
か
で

も
、
特
に
こ
だ
わ
り
を
見
せ

る
の
が
や
は
り
温
泉
だ
。
４

つ
の
大
浴
場
、露
天
風
呂
と
、

同
じ
く
４
つ
の
貸
し
切
り
家

族
風
呂
を
持
ち
、
館
内
に
居

な
が
ら
に
し
て

ぜ
い
た
く
な
湯

巡
り
が
楽
し
め

る
。０２

年
４
月
に

新
設
さ
れ
た
大

浴
場
、
男
性
用

「
松
風
の
湯
」

と
女
性
用
「
大

山
の
湯
屋
」は
、

内
風
呂
よ
り
も

露
天
風
呂
の
方

が
広
い
と
い
う

ユ
ニ
ー
ク
な
特

徴
を
持
つ
。
日

本
海
に
面
す
る

と
い
う
メ
リ
ッ
ト
を
最
大
限

に
生
か
し
、
特
に
眺
望
を
重

視
し
た
造
り
に
し
て
い
る
。

ま
た
、
内
風
呂
に
も
工
夫

を
凝
ら
し
た
。例
え
ば
、冬
場

は
浴
室
内
に
暖
房
を
入
れ
、

窓
ガ
ラ
ス
が
曇
ら
な
い
よ
う

に
配
慮
。
屋
内
に
居
て
も
見

事
な
景
色
を
四
季
を
通
じ
て

楽
し
め
る
よ
う

に
し
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
松

風
の
湯
は
檜
造

り
の
寝
湯
を
備

え
、
寝
な
が
ら

眺
望
を
堪
能
で

き
る
。
大
山
の

湯
屋
は
マ
イ
ナ

ス
イ
オ
ン
を
発

生
し
、
健
康
に

い
い
ト
ル
マ
リ

ン
を
入
れ
て
い

る
ほ
か
、
海
と

大
山
の
両
方
が

見
ら
れ
る
抜
群

の
景
観
を
誇
る
。

両
浴
場
と
同
時
に
オ
ー
プ

ン
し
た
貸
し
切
り
家
族
風
呂

は
、
露
天
風
呂
「
福
の
湯
」

「
禄
の
湯
」「
寿
の
湯
」
と
、

内
風
呂
の
「
瞑
想
の
湯
」
。

露
天
風
呂
は
開
放
感
が
特

徴
。内
風
呂
は
天
井
が
高
く
、

広
々
と
し
た
雰
囲
気
だ
。

館
内
に
は
ま
た
、
露
天
風

呂
付
き
客
室
を
８
室
備
え
、

同
館
で
は
こ
れ
ら
新
し
い
温

泉
施
設
を
総
称
し
て
「
湯
賓

館
」
と
呼
ん
で
い
る
。

伊
坂
社
長
は
「
温
泉
は
自

家
源
泉
。
大
き
な
浴
場
と
見

事
な
景
観
で
ゆ
っ
た
り
と
し

た
時
を
お
過
ご
し
く
だ
さ

い
」
と
話
す
。

▽
華
水
亭
は
鳥
取
県
米
子

市
皆
生
温
泉
。
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男
性
露
天
風
呂

藩
主
の
極
意
を
接
客
に

日
本
海
望
む
絶
景
露
天
風
呂

展
望
露
天
風
呂
「
天
遊
の
湯
」

女
性
露
天
風
呂

香
川
県
こ
ん
ぴ
ら
温
泉
郷

の
「
湯
元
こ
ん
ぴ
ら
温
泉
華

の
湯
紅
梅
亭
」（
近
兼
孝
休
社

長
）
は
、
敷
地
内
に
独
自
源

泉
を
持
つ
温
泉
自
慢
の
宿
。

泉
質
は
ナ
ト
リ
ウ
ム
・
カ

ル
シ
ウ
ム
ー
塩
化
物
温
泉
で

神
経
痛
や
慢
性
婦
人
病
な
ど

に
効
能
が
あ
る
。
良
質
な
温

泉
は
、
庭
園
大
浴
場
露
天
風

呂
「
花
て
ら
す
」
と
地
下
大

浴
場
露
天
風
呂「
花
す
み
か
」

で
楽
し
め
る
。「
花
て
ら
す
」

は
、
花
に
包
ま
れ
た
庭
園
露

天
風
呂
や
庭
園
を
臨
む
ガ
ー

デ
ン
プ
ー
ル
、
散
歩
道
に
は

足
湯
も
あ
り
、
外
湯
感
覚
で

９
つ
の
湯
め
ぐ
り
を
満
喫
で

き
る
。

「
花
す
み
か
」
で
は
、
今

年
４
月
か
ら
、
琴
平
町
が
管

理
す
る
源
泉
「
こ
ん
ぴ
ら
温

泉
い
こ
い
の

湯
」
（
ア
ル
カ

リ
性
単
純
泉
）

が
楽
し
め
る
。

木
の
風
合
い
を

生
か
し
た
風
情

の
あ
る
空
間

で
、
う
た
せ
湯

や
あ
わ
湯
な
ど

バ
ラ
エ
テ
ィ
ー

豊
か
な
湯
浴
び

が
で
き
る
と
好

評
。
女
性
客
に

は
、
ひ
の
き
露

天
風
呂
の
湯
船
に
花
び
ら
を

浮
か
べ
た
「
華
風
呂
」
の
サ

ー
ビ
ス
も
。

▽
湯
元
こ
ん
ぴ
ら
温
泉
華

の
湯
紅
梅
亭
は
香
川
県
仲
多

度
郡
琴
平
町
５
５
６
�
１
。
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長
崎
県
・
平
戸
千
里
ヶ
浜

温
泉
の
ホ
テ
ル
蘭
風
（
田
口

満
社
長
）
は
、
目
の
前
が
海

と
い
う
絶
好
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ

ン
に
あ
る
。
遠
浅
で
幅
１
�

の
長
大
な
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ビ

ー
チ
で
は
、
海
水
浴
は
も
ち

ろ
ん
、
ウ
イ
ン
ド
サ
ー
フ
ィ

ン
、
ジ
ェ
ッ
ト
ス
キ
ー
、
カ

ヌ
ー
な
ど
、
様
々
な
マ
リ
ン

ス
ポ
ー
ツ
が
楽
し
め
る
。
さ

ら
に
１
年
を
通
し
て
地
引
網

の
体
験
も
で
き
、
教
育
旅
行

プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
も
人
気

を
博
し
て
い
る
。

そ
ん
な
同
館
が
こ
だ
わ
る

の
は
料
理
と
温
泉
。
料
理
は

海
の
幸
が
メ
ー
ン
で
、
天
然

活
魚
コ
ー
ナ
ー
で
は
定
置
網

で
取
れ
た
天
然
活
魚
を
漁
業

組
合
か
ら
買
い
取
り
、
い
け

す
で
泳
が
せ
て
い
る
。
好
き

な
食
材
を
客
に

選
ん
で
も
ら

い
、
目
の
前
で

調
理
し
て
会
食

場
へ
運
ぶ
と
い

う
趣
向
だ
。

炉
端
焼
き
コ

ー
ナ
ー
で
は
、

ち
ゃ
ん
ぽ
ん
、

う
ど
ん
を
気
軽

に
楽
し
め
る
ほ

か
、
活
魚
コ
ー

ナ
ー
で
選
ん
だ

魚
介
類
も
味
わ

え
る
。
日
帰
り

入
浴
客
の
利
用
も
多
い
。

温
泉
施
設
は
、
西
九
州
最

大
規
模
。
４
０
０
坪
の
敷
地

に
１８
個
の
湯
船
が
あ
り
、
ジ

ャ
グ
ジ
ー
、
薬
草
風
呂
、
海

草
風
呂
な
ど
バ
ラ
エ
テ
ィ
に

富
む
。

露
天
風
呂
は
湯
船
が
５

つ
。
九
十
九
島
を
一
望
す
る

展
望
大
浴
場
や
、
庭
園
風
の

屋
内
大
浴
場
な
ど
、
温
泉
ざ

ん
ま
い
を
楽
し

め
る
。

温
泉
の
泉
質

は
ナ
ト
リ
ウ
ム

�
炭
酸
水
素
塩

泉
（
中
性
低
張

高
温
泉
）
。
神

経
痛
、筋
肉
痛
、

関
節
痛
、
五
十

肩
な
ど
、
様
々

な
疾
病
に
効
果

が
あ
る
と
い
わ

れ
て
い
る
。

「
料
理
に
つ

い
て
は
、
平
戸

の
新
鮮
な
海
の
幸
を
豊
富
に

使
っ
た
会
席
料
理
を
中
心

に
、
厳
選
さ
れ
た
素
材
を
使

用
し
て
お
り
ま
す
。
特
に
平

戸
の
ひ
ら
め
は
、
水
揚
げ
高

日
本
一
を
誇
る
平
戸
の
志
々

伎
漁
協
で
採
れ
た
天
然
平
戸

黄
金
ひ
ら
め
で
有
名
で
す
」

「
温
泉
は
平
戸
で
唯
一
敷
地

内
に
湧
出
す
る
泉
源
を
持

ち
、
日
量
１
１
０
�
の
湯
量

を
基
本
的
に
掛
け
流
し
を
し

て
い
ま
す
が
、
湯
船
の
総
量

が
７５
�
の
た
め
一
部
加
水
、

循
環
を
行
っ
て
い
ま
す
」（
田

口
社
長
）
。

敷
地
内
に
は
本
格
的
な
乗

馬
コ
ー
ス
と
シ
ョ
ー
ト
ゴ
ル

フ
コ
ー
ス
も
。
と
に
か
く
ス

ケ
ー
ル
が
大
き
い
。

▽
ホ
テ
ル
蘭
風
は
長
崎
県

平
戸
市
川
内
町
５５
。
�
０
９

５
０
・
２
３
・
２
１
１
１
。

http
:
//w
w
w
.hotelran

p

u.com
/

西
九
州
最
大
規
模
の
大
露
天
風
呂

敷
地
内
に
独
自
源
泉
持
つ

天
然
活
魚
料
理
と
４００
坪
の
温
泉

紅
梅
亭
花
す
み
か

天
然
活
魚
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
料
理

国
立
公
園
、
霧
島
連
峰
の

中
腹
に
あ
る
山
荘
風
ホ
テ
ル

・
霧
島
山
上
ホ
テ
ル
（
木
佐

貫
斉
社
長
）
の
自
慢
の
１
つ

が
温
泉
だ
。
桜
林
の
湯
、
呉

竹
の
湯
、
展
望
竹
炭
露
天
風

呂
、
岩
露
天
風
呂
、
桧
露
天

風
呂

と
異
な
る
入
浴
施

設
が
そ
ろ
っ
て
い
る
。

低
張
性
、
高
温
泉
の
単
純

硫
黄
温
泉
で
、
か
け
流
し
。

神
経
痛
、
関
節
痛
、
筋
肉
痛

な
ど
に
効
能
が
あ
る
。

霧
島
は
自
然
林
豊
富
で
、

緑
あ
ふ
れ
る
地
域
。
岩
露
天

風
呂
は
そ
う
し
た
自
然
林
に

囲
ま
れ
、
温
泉
に
つ
か
り
な

が
ら
森
林
浴
が
で
き
「
心
身

と
も
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き

る
」と
評
判
だ
。

展
望
竹
炭
露

天
風
呂
も
一
度

は
入
っ
て
ほ
し

い
。
そ
の
名
の

通
り
、
竹
炭
を

浴
槽
内
に
つ
け

込
ん
で
い
る
。

定
期
的
に
交
換

し
、
効
果
が
薄

れ
な
い
よ
う
に

し
て
い
る
。
竹

炭
露
天
風
呂
か

ら
見
る
桜
島
や

錦
江
湾
な
ど
も

素
晴
ら
し
い
。

▽
霧
島
山
上

ホ
テ
ル
は
鹿
児
島
県
霧
島
市

牧
園
高
千
穂
３
７
６
１
。
�

０
９
９
５
・
７
８
・
２
７
１

１
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自
然
や
文
化
を
生
か
し
た

統
一
感
の
あ
る
景
観
、
心
休

ま
る
温
泉
情
緒
で
、
人
々
の

旅
情
を
誘
う
黒
川
温
泉
。
そ

の
地
を
流
れ
る
筑
後
川
の
岸

辺
に
建
つ
山
峡
の
宿
、
そ
れ

が
「
湯
峡
の
響
き

優
彩
」

（
高
島
淳
一
社
長
）
。
あ
ふ

れ
る
湯
に
肩
ま
で
浸
か
れ

ば
、
「
や
す
ら
ぎ
の
ユ
ー
ト

ピ
ア
」
と
銘
打
つ
通
り
、
極

上
の
ひ
と
時
を
満
喫
で
き

る
。敷

地
内
の
自
家
源
泉
を
使

用
し
、
風
呂
は
す
べ
て
源
泉

か
け
流
し
。
湯
は
毎
日
入
れ

替
え
る
と
い
う
こ
だ
わ
り
よ

う
だ
。
泉
質
は
ナ
ト
リ
ウ
ム

�
塩
化
物
・
硫
酸
塩
泉
で
、

神
経
痛
、
筋
肉
痛
な
ど
に
効

く
と
言
わ
れ
て
い
る
。

館
内
の
浴
場

は
、
宿
泊
客
専

用
の
「
ま
ほ
ろ

ば
の
湯
場
」
、

黒
川
名
物
の
入

湯
手
形
で
も
利

用
で
き
る
「
や

わ
ら
ぎ
の
湯

場
」
、
カ
ッ
プ

ル
な
ど
に
人
気

が
高
い
半
露
天

の
「
貸
切
風
呂

杉
の
湯
」
が

あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
魅
力
を
備

え
て
い
る
。

の
ん
び
り
と
湯
を
楽
し
み

た
い
な
ら
、
ま
ほ
ろ
ば
の
湯

場
だ
。
�
最
高
の
場
所
�
を

意
味
す
る
「
ま
ほ
ろ
ば
」
の

名
を
冠
し
た
こ
の
浴
場
は
、

「
竹
林
の
湯
」「
双
檜
の
湯
」

「
渓
流
の
湯
」
の
３
つ
の
湯

で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

竹
林
の
湯
は
、
外
部
に
面

す
る
２
面
が
床

か
ら
天
井
ま
で

ガ
ラ
ス
張
り
に

な
っ
て
お
り
、

う
っ
そ
う
と
生

え
る
モ
ウ
ソ
ウ

ダ
ケ
が
近
く
に

せ
ま
る
。
ま
る

で
竹
林
に
迷
い

込
ん
だ
よ
う

だ
。
「
夜
は
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
さ

れ
た
竹
林
が
幻

想
的
な
空
間
を

演
出
し
て
く
れ

る
。
陽
が
落
ち

る
前
に
入
っ
て
も
、
浴
面
に

揺
れ
る
竹
林
が
美
し
い
」（
同

館
の
松
岡
明
一
営
業
部

長
）
。

こ
の
ほ
か
に
も
檜
を
ふ
ん

だ
ん
に
配
し
た
双
檜
の
湯
。

そ
の
双
檜
の
湯
か
ら
さ
ら
に

進
め
ば
、
眼
下
に
滝
を
臨
め

る
渓
流
の
湯
が
あ
り
、
こ
の

滝
も
夜
間
に
は
美
し
く
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
さ
れ
る
。

湯
を
堪
能
し
、
上
質
な
時

間
を
過
ご
そ
う
と
い
う
滞
在

客
に
人
気
な
の
が
、
２
年
前

に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
灯
小
路

（
あ
か
り
こ
う
じ
）」タ
イ
プ

の
客
室
。
通
路
に
は
行
灯
が

置
か
れ
、
客
室
ご
と
に
門
構

え
を
し
つ
ら
え
、
離
れ
の
よ

う
な
雰
囲
気
が
漂
う
。

▽
湯
峡
の
響
き

優
彩
は

熊
本
県
阿
蘇
郡
南
小
国
町
黒

川
温
泉
。
�
０
９
６
７
・
４

４
・
０
１
１
１
。h
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竹
林
の
湯

自
然
林
に
囲
ま
れ
て
入
浴

湯
量
豊
富
な
や
す
ら
ぎ
の
空
間

桜
も
は
え
る
岩
露
天
風
呂

灯
小
路
の
客
室
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

http://www.newawaji.com/
http://www.kagaya.co.jp/
http://www.minami-g.co.jp/
http://www.kaike-grandhotel.co.jp/kasuitei/index.html
http://www.koubaitei.jp/
http://www.hotelranpu.com/
http://www.sanjo-hotel.co.jp/
http://www.yusai.com/

